


































































































































































































































           （望月麗）
「考える前に行動する」 「今に集中する」 ……。ＬＩＮＥ社社長の森川亮氏 （昭和
63年度第三学群情報学類卒業）は、経営など自らの理念を聞かれ、そう繰
り返した。また若い世代には、安定志向に走らず「今やりたいことをやってほしい」とも。森川氏とのインタビュー内容は以下の通り。

















































































スチックコップ伝いに流れる電流に触れる実験では、子どもたちは「電流を身体に感じて痛かった」と歓声を上げた。ま 風船やプロペラを使ってヘリコプターを作る工作では、 「風船をプロペラで飛ばす工作が面白かった」と子ども ちは次々に感想を述べ、 「また

















「お楽しみ」 。事前に 「予告」しないことで、子どもたちが予想外の実験を楽しめるよう工夫している。実験では数学、物理、化学、電気、生物、天文など自然現象全般を扱う。食べ を使った
実験で「身近な不思議」にも目を向けさせる。　
用意するものは空き缶や


















校の中学生のほ 、大学生の「お兄さん」 「お姉さん」との交流に刺激され、大子町の中学生らは積極的に活動に取り組んだ。 「あ 子、あんな顔するんだね」と教師を驚かせるほど、普段はおとなしい子も、生き きとした笑顔を見 た。　
活動に参加した近藤雄介
さん（教育４年）は、 「どのグループにも、一人はふざけている子がいて、一人はまとめて る。一人ひ りの役割が感じら
れ面白かった」と話した。子どもたち全員が「スポットライト」を浴び、 楽しみ、大成功のうちに「みんなの楽校プロジェクト」は幕を閉じた。　
かつて４万３千人いた大

































































































と隣り合わせの世界。だからこそ、先人から学ぶことは多い。このような環境に身を置く と 早６年。いよいよ、先人から学んだことを次世代の「ひ 」に伝える時期が来ている　
若者のクルマ離れが叫ば







過ぎている。ざまあな 。夏休みや春休みの数日間、何の予定もなければやる気もない日には朝までだらだらゲームをして れば、夕方５時とか６時 起きるこ
とも良くあった。日曜も大体同じ感じである。　
とはいえ、さすがに毎週







































問で、どういう魅力があって、どう社会の役に立つのかが上手く説明できなかった。自分の好きなことにも関わらず、それを他人と共有すること できなかったことを悔しく感じたの 覚えている。 「いつでも他人に紹介す ことができるように、自分の好きなものや考えていることを言語化しておくことが必要」という話は、どこかで聞いたことがあっ その通りだと思っていた。だが、やはり実際に必要になる場面を体験するとその大切さが身染みる。それ以来、自分研究したいこ につ よく考えるようにな た。人との対話の中で受けた刺激は、本などとは比べ物にならないほど鮮烈だ。その
リーマアム（菓子）はおいておくだけで三食どれにでもなるから秀でている。　
自分でもびっくりするく
































































































































































































筑 波 大 学 新 聞 第314 号 （6）2014 年（平成 26 年）5月 19 日（月） 特集
　
つくば市では日本で唯一、立ち乗り型２輪車セグウェイの公道走行実験が行わ












































































動運転車の開発で考えなければならないことは、どのよう 目的を持つ車を開発するか、ということだという。例えば、 「飲酒しても、家まで送り届けてくれる自動車」 と 「荷物を無人で届けてくれトラック」では、需要や開発コスト、技術などが大幅に異なってくる。　
谷川部長は、技術開発















































































































































































































































た水野将吾（同３年）の左中間三塁打と、 「打線のキーマン」 （川村監督）である４番・平井孝治（同４年）の右越え本塁打などで３点を先制。しかし、２回以降は無安打に抑 られ、四死球で得たチャンスも犠 失敗や牽制死で潰すなど、つながりを欠い 。川村監督は「 （２、 ３年生が多い）若いチームだが その若さが悪い方に影響している」と話した。　
春季リーグ戦は５月
26日
まで行われる予定。                （鈴木拓也）
先制の左中間三塁打を放つ水野
　「初戦の相手のことしか考えていなかった」 。そんな言葉とは裏腹に永瀬は自身より大柄な選手に３連勝。準決勝まで駆け上がり、武道館に詰めかけた観客をわ せた。　２回戦の相手は熊代佑







手に「前半持ちこたえれば、後半は勝負に出られる。自分の方が若く、体力がある」と落ち着いていた。力で押してくる高橋に自分の間合いを保ち、試合開始からおよそ３分。疲れが見え始めた高橋が強引 技をかけようとしたところを浮き落としで返 、優勢勝ち。「返しは得意」 。そう言い切る永瀬だからこそでき
た番狂わせだった。　
だが準決勝では、王子

































































































































































試合が進む。だが、試合中盤にセンターの岩﨑成美（体専２年）が体を張ったカットインプレ で得点を決め、筑波大に流れを引き寄せ 。その後は「相手の動き 見極め、焦らず冷静にプレーできた」 （加納明帆主将＝同４年）と好プレーを連発。左サイドの田村美沙紀（同２年）の安定したディフェンスや、ゴールキーパー関澤あすか（３年）の好セーブなどで守りきり、接戦を制した。　
今季のリーグ戦について














































































































































自己紹介で発表する「最近考えていること」 をもとに、話し合いを進める。 今回は、会社の先輩に深夜にメールを送ったところ 「非常識だ」と怒られた、と う参加者の発言から、自分の価値観と世間の価値観が異なる場合、どちらに従うべきか議
論した。　
さまざまな意見が飛び交





























             
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　














































































































































































































One Day Without Shoes
5 面へ
裸足で歩いた後、横断幕に足跡を付ける参加者









て感じたキーワードは「つながり」です▼ＬＩＮＥ社の森川亮社長は「筑波大は卒業生のつながりが薄い」と語りました。１、 ２面で紹介した筑波大発の「ビジコン」には卒業生と学生を結びつける意図もあるのでしょう▼１面 ミニ特集で取り上げた社会貢献プロジェクトは「大学 と「社会」のつながりを作るものです。 「大学周辺で生活が
















広告を出し、 つくば市の大学、 大学院、専門学校 通う女性を対象としてアイドルを募集しているが、メンバーは残念ながら現在まだいない。だが「アイドルを使って、学生、高齢者 社会人と年齢に関わ ず、地域の人の交流を活性化させる」と意気込む。　
中学生のころ、多くの人を笑顔にす





面会。多様なアドバイスをもらう中「やりたいではなく、やるに変えよ」という大手商社に勤めるＯＢの助言が心に響き「将来では く、今できることをやってみようと思った」と語る。　「歌って踊ることだけがアイドルの活動ではない」と語る 谷川さん。アイドルという親しみやすい存在を通して多くの人のつ がりを生み出すのが目標だ。メンバーが集まり、アイドルグループが結成されれば大規模なコンサートと、学生や社会人、高齢者が交流するイベントを同時開催する構想もある。 「つくば市には、やりたいことがあっても一歩踏み出せない学生 多くいる。アイドルを通じて人とつながることによ 、きっかけが生まれ
る。それがやりたいことの実現につながる」と長谷川さんは話す。　
例えば、高齢者とのつながり。 「目




クトに挑戦す 長谷川さん。 「アイドルの活動によって多くの人の交流を深め、笑顔にしたい」と意気込む彼が今後どのよう 活動し い か、注目したい。
（林健太郎＝社会学類２年）
松美池前でほほ笑む長谷川さん
?? ?
